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社会医療法人柏葉会 柏葉脳神経外科病院の取組 

 

取組のタイトル 

法人理念である「信頼と尊敬の医療」に基づいた SDGs

への取り組み 

取組の時期 （始期）令和３年８月～ 継続中 

関連するSDGsの

ｺﾞｰﾙ・ﾀｰｹﾞｯﾄ 

 

 

取組内容 

①未来 s（みらいず）への協賛（主に１７） 

SDGs を通して北海道の未来を描くプロジェクトを、“北海道らしさ” “学生・

子供たちの未来”をテーマに未来 s（みらいず）が立ち上がりました。私たちは

法人理念に基づき、道新／UHB／AIR-G 共同 SDGｓプロジェクト 未来ｓを応援し

ています。未来 s（みらいず）のアクションとして、「ユース×企業 SDGs ワーク

ショップ」が開催、ユースの皆さんが抱いた「病院での SDGs とはどの様な取り

組みなの？」という疑問に対して、後日希望者のユースの皆さんを対象に病院見

学会を実施、開かれた病院を目指すべく、活動をしています。 
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②ワクチン事業（主に３、１１、１７） 

新型コロナウィルスに対するワクチン接種事業を積極的実施していました。「誰

ひとり取り残さない」社会の実現を目指し、新型コロナウィルス感染症のまん延

の防止を図ります。「すべての人に健康と福祉を」「住み続けられるまちづくり

を」「パートナシップで目標を達成しよう」を実践しています。町内会の方々に

案内を差し上げ、また自由に移動できない施設入所の方々や職域接種会場へ出

向きました。結果、2021 年 11 月 15 日時点で総接種数は 18,073 回となりまし

た。現在は周辺の接種施設も増えたため、新型コロナウィルス中和抗体検査セン

ターにて抗体ができているかどうかの確認に限って実施しています。 

 

 

 

③外国人技能実習生の受け入れ（主に４、１０、１７） 

グローバルパートナーシップの一環として、外国人技能自習生の受け入れを積

極的に実施しています。現在はインドとミャンマーからの受け入れを実施、母国

への技能伝承を目指し実習を行っています。私たちは超高齢社会を迎え、医療や

介護の担い手不足を実感しています。私たちは目の前の社会課題や今後の未来

を見据え、THINK GLOBALLY, ACT LOCALLY で SDGs に貢献して参ります。 
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④環境に配慮した購入&つかう責任を全うする取り組み（主に４、１０、１７） 

私たちは多くの消耗品を消費します。現在使用しているコピー用紙、ペーパータ

オル、トイレットペーパーは積極的に再生紙を使っています。特に大量に消費す

る医療材料は、仕入から現場に供給する全ての過程で、効率的で無駄のない物流

網の構築、院内配送や棚の管理に努めています。「住み続けられるまちづくりを」

「つくる責任つかう責任」「陸の豊かさを守ろう」を実践しています。私たちは

新型コロナウィルス感染症を経験する中で、急激に物資が枯渇することを経験

しました。物流網の連携で地域医療が成り立っている現実を体験しました。私た

ちは「つかう責任」を全うし、持続可能な社会になる様に、これからも積極的に

参加して行きます。2020 年 4 月より医療材料にバーコードを貼り付けることで、

院内物流センターでの一元管理が可能な体制を構築しています。在庫管理だけ

ではなく、使用期限の把握が容易なシステムとなっています。定められている使

用期限内に医療材料が消費できる様に、部署別の消費動向を把握、法人内で再分

配を行い使用期限切れの少ないオペレーションを実施しています。 
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⑤フードロス対策への取り組み（主に９、１２、１５、１７） 

新型コロナウィルス感染症に伴う牛乳の需要減少に伴い、連休を中心に、過剰供

給・廃棄のリスクが再燃しています。北海道の大切な産業である酪農業を守るた

めに、北海道のみんなで“飲もう! 牛乳”を掲げた北海道産食品消費拡大プロ

ジェクトが立ち上がりました。私たちは、北海道産食品消費拡大プロジェクトを

応援しています。また私たちは法人内にフード事業部を設立、環境負荷の少ない

農業を実践している生産者の皆さんと協力し、野菜などの低農薬でありながら

高品質食材の選別から外れた規格外の食材を、職員食堂の食材として取り入れ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


